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施設改修の主な目的

●施設の老朽化（1977年竣工）

●エンリッチメントの充実

●観覧者が間近で見れる施設作り



改修前の主な問題点

●いつも動物たちが遠くにいて、あまり動かな

いので、観覧者も通り過ぎることが多かった。

●全面コンクリートの為、表面の温度が高い

（表面温度が70℃になることもある）。

●殆ど空中移動ができなく、行動範囲が少ない。

●日陰部分が少なく、いつも一番奥の日陰部分

にいることが多い。



新屋外放飼場の概要

●着工日 2007年10月9日
●竣工日 2008年3月27日
●総工費 5,160万円
●面 積 改修面積約458ｍ２

●構 造 鉄筋コンクリート+鉄骨
+アクリルガラス30mm（上部10mm）



協力：札幌市立大学
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類人猿館屋外放飼場改修平面図

協力：札幌市立大学



協力：札幌市立大学

類人猿館屋外放飼場改修断面図



飼育個体（改修当時）

●愛 称 弟路郎

●性 別 オス

●出生日 1997年1月26日
●出生地 釧路市動物園

●来園日 2000年9月5日



旧類人猿館屋外放飼場













新類人猿館屋外放飼場


